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4　要　　　　　約

倍数性桑樹の生長等に及ぼすジベレリンおよび日照

不足の影響について調査した。

仙　2∬（剣持）とその同質4才へのジべレリソ散布

（100，200ppm）の影響を枝条，薫および葉柄の生長

によって調査した結果．4∬の受ける影醤は2∬より小

さかった。（2）枝粂伸長，葉の増大，葉の面横重・水

分率，葉柄の伸長および発芽発育に及ぼす日照不足の

形容は2才より5∬．4才の方が小さかった。
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スプリンクラーによる桑樹の凍霜害防止試験

－　間断散水と被害との関係　－

堤

1まえがき

散水施設を用いて凍霜害を防止する．いわゆる散水

氷結法は，その確実性が高いことからきわめて有効な

手段と考えられている。しかし畑かん用スプリンクラ

ー施設をそのまま用いた場合，かなり多量の水を必要

とすること，また一度散水を開始したら危険がなくな

るまで散水を停止することができないため，防除面積

が著しく制約されることなどが難点とされている。そ

こで間断散水を行なうことによって水量を節減し，防

除面横の拡大をはかる方法を検討した。なお本試験は

畑地かんがい営農基準圃調査（農林省横道改善局資源

課）にもとづいて行なったものである。

2試験方法

スプリソクラーと電磁弁，タイマーを組み合わせ．

任意の間断散水が行なえるようにした凪場に，発芽促

進させ2－8開業になった鉢植え桑樹（改良鼠返し）

を1区4ポ，トずつ設置して，197d年5月～4月にか

和　敏＊

け5回反復して試験を行なった。使用ヘッドはNAAN

‘22／9dで，各区8本のライザーをもって100肇オー

バーラップの正方形配置とした。

試験区は連続散水区，5分散水1分休止区（5－1

区）．1分散水1分休止区（1－1区），1分散水5

分休止区（1－5区）．無散水区の5区を設けた。

散水は桑葉上に結霜が認められ始めた時に開始し．

日の出後葉上の氷がほぼ解けるまで続けた。

調査項目は各区散水深，被害発生の程度，気温，菓

温の経時的変化，風速，湿度，放射冷却量等とした。

気温は無散水区内地上0．5mの地点，葉温の測定は菓面

上に銅－コソスタソタソ熟電対を密着させて自記させ

た。また風速，湿度，放射熱量はそれぞれアネモマス

ター徴風速計，毛髪湿度計，EKO－CⅣ11型放射収支計

で測定した。

なお被害調査は1週間後に行ない．収量調査は第1

回試験は55日後，第2回試験は20日後，第5回試験は

15日後に行なった。

＊Kamt。血i TsuTSt加工（福島県蚕業試験場）
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る　試　験　精　巣

1　5月5日・－6日の試験結果

当日の気温は18時には4．5℃であったが，21時には

氷点下にまで降下し，翌朝8時15分には－5．1℃の最低

気温を記録した。試験中の風速は0．5－1．2m／8であっ

た。湿度はお時には9D珍以上となり，同時に桑葉上に

結霜が認められ始めた。散水は25時から開始し，翌朝

9時まで続けた。

葉温の経時的変化をみると．散水を開始する直前に

は各区ともー2．5℃以下に下がっていたが，散水を開

始すると急激に0℃付近にまで上昇した。その後連続

区はほぼD一一一0．5℃付近で経過したが，5－1区，1

－1区は時々葉温の低下がみられ，最低葉温はそれぞ

れ－1．°℃，－2．4℃まで低下した01－5区は－2－

第1表　被害調査ならびに収量調査結果

ー5℃前後で大きく変化しながら経過した。なお無散

水区の葉温はほぼ気温と同様に降下し，最低葉温は－

5．OCを記録した。

被害調査の結果は第1表に示した。無散水区は生長

点枯死，基部枯死などの重い被害が発生し，被害率で

75射こ連した。しかし連続区はほとんど無被害であっ

た。また5－1区，1－1区．1－5区の被害率はそ

れぞれ45帝，5°多，80珍で．散水豊の減少とともに防

止効果は小さくなり，1－5区は無散水区よりも被害

がやや大きかった。

収量調査の結果では，被害率が大きくなるほど収量

が少ない傾向にあった。

なお各区散水深実測の結果，連続区4．7間／h．5－

1区5．1戯れ／h，1－1区2．5m／h，1－5区1・0間／

h，であった。

　 試 験 区

試 験 。 散 生 唾

連　 続　 区 5 － 1 区 1 － 1 区 1 － 5　 区 無 散 水 区

4．7 ～ 4．8 （冊吼／ h ） 5．1～ 5．8 （耽れ／ b ） 2．5、 2．5 （間 ／／h ） 1．0 一一 1．2 （m 吼／／h ）

5． 5 － 5． ‘

4 悌 4 5 帝 5° 帝 8 〔）多 7 5 珍

2．2 8 才 1．10 ㌢ 1．0 4 才 0．4 1 才 0．4 2 タ■

5．5 1 ・－ 4 ． 1

10 帝 10 帝 10 帝 5 9 多 d d 帝

2．7 2 才 2 ．5 5 才 2．5 °タ 0．9 7 才 D．1 1 g

4． 5 ・－ 4． 8

0 帝 4 番 8 努 5 7 帝 7 1 烙

2 ．78 才 2．5 7 才 2．8 2 才 1．5 1 才 0．10 才

注．1）上段；被害率＝
ヱ被害芽数×被害の重み

調査縁芽数（20芽）

2）下段；収量＝新輪業羞：㌢／1芽

2　5月51日～4月1日の試験結果

当日の気温は散水開始直前の1時45分には－2．2℃に

まで低下しており，最低気温は4時50分に－5．8℃を記

録した。湿度は2時から‘時まで90帝以上で，風速は

0．5m／8前後であった。また放射熱量は日没後から翌

朝4時ころまで－0．09eal／d・min以下でかなり冷却

量の大きい日であった。

散水は1時50分から開始し，8時50分まで続けたが，

途中散水器故障のため2時20分から50分間中断した。

散水中の葉温は．連続区，5－1区はほとんど0℃

付近で一定状態で経過し，1－1区は一・0．5℃前後で経

過した。一万．1－5区は－2℃前後を上下し，最低

は‾2・4℃にまで低下した。しかし．いずれの区も，散

水が中断した50分間は急激に葉瓶が低下し．各区とも

－1．8～一2．5℃になった。

被害の重み；無被害芽0帝　軽被害芽10夢
中被害芽55珍　重被害芽弱珍　基部枯死芽100俸

被害調査の結果，連続区，5－1区，1－1区は菓

線条変程度の軽被害が発生し，被害率はともに10啓で

あった。1－5区はかなりの被害が発生し59多の被害

率をみた。一方，無散水区は全芽とも生長点が枯死し，

被害率弱射こ逢した。収量調査の結果も被害率に準じ

た傾向で無散水区が著しく少なかった（第1蓑）○

なお連続区．5－1臥1－1区に同程度の被害が

発生したことは．途中散水中断の影響と思われる0

5　4月5日～8日の試験結果

当日の気温は21時50分には氷点下に達したが，薄雲

が広がったり晴れたりをくり返していたため，最低気

温は5時15分の－5．7℃であった。湿度は午前1時には

90帝以上に達し．風速は終始弱く0．2－0．6m／8程度

であった。放射熱量は－0．08～－0．05cal／／闇・minで

前回よりやや小さかった。
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散水は0時40分から8時まで続けた。

葉温の変化は第1回に示したが，無散水区は気温と

ともに低下し，最低－4．4℃を記録した。一方，散水

区の菓温は，散水直前には各区ともー2．7－－5．5℃に

逢していたが．連続区．5－1区．1－1区は散水後

まもなく0℃近くまで急上昇した。その後は0℃前後

でほとんど変化せずに経過した。しかし，1－5区は

葉温の変化が大きい状態で推移し，散水中の最低葉温

℃
2

1

0

－1

－2

－3

－4

－5

は一2．5℃に達した。

被害調査の結果．無散水区の被害率は71珍で著しく

大きく，連続区には全く被害がなく，5－1区．1－

1区では軽い被害がみられた程度であった。しかし，

1－5区は中被害芽が多く，57帝の被害率をみた。収

量調査の結果も．被害調査の傾向と大体同じであった

（第1表）。

21　　22　　23　　　0　　1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　（時）

4月5日一6日の棄温の鮭時的変化

第1図　4月5日～‘日の葉隠の経時的変化

4　考　　　　　察

5回の試験結果を総合的に判断すると．最低気温が

－5．1℃であった第1回試験では．連続区だけが無被

害で，他はいずれも被害をみたが，最低気温一5・‘℃

前後の第2回，第5【司試験では，連続区．5－1区，

1－1区の5区が被害を回避することができた。すな

わち－5．1℃程度の低温には4．8m／h前後，一五6℃程

度では2．5Ⅶ／h前後の散水深が必要であると患われた○

しかし，必要散水深は温度ばかりでなく．凰速，湿度，

放射冷却量などによって左右されるものであるが，今

回の試験ではそこまで明確にすることはできなかった。

一方，葉温と被害率との関係をみると，5回の試験

はいずれも散水直前の葉温はかなり低下していたが．

散水開始前の被害は認められなかったことから．散水

前の桑菜は過冷却状態におかれていたことが推察され

た。このことは散水の開始時期と重要な関係があり，

さらに散水の停止時期とともに，節水効果をより高め

る手段として今後検討しなければならない問題と思わ

れる。


